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第７次総合計画策定 討議課題集 

提出意見一覧 
 

全体                                      

 

Ｑ１ 

委員会 

P15多治見市はどのような都市を目指すのか 

日本全国と比較し、人口や行政サービスなど多治見市は良いのか悪いのか。 

Ａ１  

 

 

Ｑ２ 

委員会 

P15多治見市はどのような都市を目指すのか 

多治見市は子育て環境が整っているという意見があったが、どのような状況か。 

Ａ２  

 

 

Ｑ３ 

メール 

P15多治見市はどのような都市を目指すのか 

ベンチマーク（参考、目標）している都市はあるか 

Ａ３  

 

 

Ｑ４ 

メール 

P15多治見市はどのような都市を目指すのか 

岐阜県長期構想、岐阜県 東濃地域－１－基本計画１などにも東濃地域の方向性が

示されているが、当市 7次総合計画との関係はどのように考えたらよいか 

Ａ４  

 

 

Ｑ５ 

メール 

P15多治見市はどのような都市を目指すのか 

P34[政策分野]産業・経済 １企業誘致、２市内産業・雇用 

目指す姿の一つとして、東濃の中心都市があるとすれば、中枢管理機能も重要な

要素となる。有力企業の本社機能、拠点（支店、工場など）、公的機関（国・県の出

先）、研究機関などの状況はどのようか（追加意見） 

Ａ５  

 

 

Ｑ６ 

メール 

各分野共通 

それぞれの課題に個別の施策を模索するのではなく、施策を有機的に結びつけて 

こそ、それぞれの施策がシナジー効果を発揮すると考えます。  各課題に対する施

資料３ 
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策の執行部署は異なると考えますが、有機的に連携することが肝要と考えます。例

えば“美濃焼・高齢者…”など。 

Ａ６  

 

 

Ｑ７ 

メール 

各分野共通 シニアの人財を最大限生かす 

元気な 60代 70代を地域づくりの「人財」として最大限生かせるような仕組みづ

くりを望みます。私が通っているスポーツクラブでお目にかかるほとんどは 60 代

70代の人たち、9割以上がシニアの方。皆さん本当にお元気です。「人財を生かす」

という抽象的な文言だけでなく、TGk を代表とするような具体的な場を数多く提供

することで、活躍の場・生きがいの場が得られると思います。就労・ボランティア・

生涯学習など様々な切り口から、シニアがいきいきと過ごせて社会貢献できる場を

具体的に創造していくことを望みます。 

Ａ７  

 

 

Ｑ８ 

メール 

全体課題 特色あるまちづくり 

「陶器のまち」「日本一暑い（暑かった）まち」だけでは弱い。子ども未来提 

言会議での提言のように、英語教育の充実など、多治見だけの特色ある町づ 

くりをすることによって、魅力ある町を目指していくべきだと思います。 

Ａ８  

 

 

 

[政策分野]教育・文化                              

 

Ｑ９ 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）①子どもの自立「子育ち」を

支える教育【少人数学級】 

中学生の少人数学級について説明していただきたい。 

Ａ９  

 

 

Ｑ10 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）①子どもの自立「子育ち」を

支える教育【少人数学級】 

現状では、中学２年生が一番問題を抱える学年であり、人数が１年生と比べて増

えることで教員の負担が大きい。中学２年生にも、教員の目が行き届くように少人

数学級を実施してほしい。 

Ａ10  
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Ｑ11 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）①子どもの自立「子育ち」を

支える教育【郷土愛】 

郷土を愛する意識の低さを課題として挙げているが、大人の姿を見せることも意

識を変える一つだと思う。学校と地域それぞれができることと連携できるとよい。

職場体験等を通じて先生以外の大人の姿を見せることも大事なことだ。 

Ａ11  

 

 

Ｑ12 

メール 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）①子どもの自立「子育ち」を

支える教育【郷土愛】 

「郷土を愛する意識が低いと言われている」との記述がありますが、何かこれを

示す指標があるのでしょうか。 

Ａ12  

 

 

Ｑ13 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）①子どもの自立「子育ち」を

支える教育【郷土愛】 

焼物のまちであるので、手に職を持つ職人からの教育などの視点が必要である。 

Ａ13  

 

 

Ｑ14 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）①子どもの自立「子育ち」を

支える教育【郷土愛】 

郷土を愛する意識が低いという課題は、子どもが多忙であることが原因か。 

Ａ14  

 

 

Ｑ15 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）①子どもの自立「子育ち」を

支える教育【クラブ化】 

クラブ活動化は多治見市だけが行っているのか。また、クラブ活動に変えたこと

によるメリット・デメリットはあるのか。 

Ａ15  

 

 

Ｑ16 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）②特別支援教育の充実【イン

クルーシブ教育】 

障がいの有無にかかわらず同じ社会で関わりながら生きていくので、一緒に生活

するということを大切に、インクルーシブ教育を進めてほしい。立場が弱いと考え

がちだが、障がいのある人の視点でできるまちづくりを考えると、誰でも住みやす
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いまちになると思う。周りの人が障がい者について正しい知識を持つためにも、イ

ンクルーシブ教育を推進してほしい。 

Ｑ17 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）②特別支援教育の充実【イン

クルーシブ教育】 

障がい児と接する機会を増やすためにも、インクルーシブ教育は重要と考える。

加えて、卒業後の就労支援等も課題として挙げられるのではないか。 

Ｑ18 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）②特別支援教育の充実【イン

クルーシブ教育】 

インクルーシブ教育の推進には、教員のスキルが重要である。現在、どのような

取組を行っているか。 

Ｑ19 

メール 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）②特別支援教育の充実【イン

クルーシブ教育】 

インクルーシブ教育推進のため専門家チームが立ち上げられたとのことだが、今

後、現場とどのようにかかっていくのか（子どもの判定のみにかかわるのか、専門

家として現場への指導等に携わっていくのか）。また、実際の学級運営や学習の場で

のサポートはどのような形が用意されているのか。（追加意見） 

Ａ16～19 

 

 

Ｑ20 

委員会 

P21[政策分野]教育・文化 １学校教育（教育の推進）③教職員の育成・支援 

教員は非常に多忙と聞く。教員の労働環境も考える必要がある。 

Ａ20  

  

 

Ｑ21 

委員会 

P31[政策分野]教育・文化 ６人権 ③子どもの権利を尊重した社会の推進 

子どもの貧困について説明してほしい。 

Ａ21  

 

 

 

[政策分野]産業・経済                              

 

Ｑ22 

メール 

P33[政策分野]産業・経済 １企業誘致 ①企業誘致と地域経済への波及効果 

企業誘致の目的「雇用の確保」「税収増」では、どれくらいの効果があったか 

Ａ22  

 

 

Ｑ23 

委員会 

P33[政策分野]産業・経済 １企業誘致 図表 3-38 製造業製造品出荷額の近隣都市

比較 
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製造品出荷額では近隣自治体との圧倒的な差があるが、この数値は何を表している 

か、また、これらの差を市としてどのようにとらえているか。 

Ａ23  

 

 

Ｑ24 

メール 

P33[政策分野]産業・経済 １企業誘致 図表 3-38 製造業製造品出荷額の近隣都市

比較 

「製造品出荷額」と「卸・小売業の出荷額」がわかると、違う側面が見えてくる 

がどのような状況か 

Ａ24  

 

 

Ｑ25 

メール 

P33[政策分野]産業・経済 １企業誘致  

市内企業の域外流出事例はあるか 

Ａ25  

 

 

Ｑ26 

委員会 

P33[政策分野]産業・経済 １企業誘致  

多様な誘致活動とはどのようなものを想定しているか 

Ａ26  

 

 

Ｑ27 

メール 

P36[政策分野]産業・経済 ３地場産業 

九谷焼、清水焼などと比較した場合、美濃焼の強み、ブランド力は、どのように 

位置付けられるのか 

Ａ27  

 

 

Ｑ28 

メール 

P36[政策分野]産業・経済 ３地場産業 

他の陶磁器産地の好事例はないか 

Ａ28  

 

 

Ｑ29 

メール 

P36[政策分野]産業・経済 ３地場産業 図表 3-46製造品出荷額及び事業所数 

主要な産業をみると年度ごとに出荷額の大きな増減がある、それぞれの要因は何

か 

Ａ29  
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Ｑ30 

メール 

P37[政策分野]産業・経済 ①地場産業の振興と支援、②美濃焼ブランドの構築と普

及促進 

行政、商工会議所と窯業界で密な連携がとれると、もっと効果が高まるように感

じます。「美濃焼みらい会議」「美濃焼ブランディング研究会」「駅南再開発」など、

私と同年代の同業者は、十分に内容を知らないのではないかと思います。折角素晴

らしい機会を創造頂いているので、多陶商・卸団地組合、の青年部に招集をかけて

頂く、企画に参加させるというのは如何でしょうか。 

Ａ30  

 

 

Ｑ31 

メール 

P39[政策分野]産業・経済 ４観光 ④まちの魅力の継続発信 

市内の主要観光資源の、より効果的な PR方法はないか 

Ａ31  

 

 

Ｑ32 

メール 

P39[政策分野]産業・経済 ４観光 ①観光誘客に向けた環境整備 

観光都市・多治見のターゲットはどこにあると考えられるか（顧客層、日帰り観

光、滞在型観光、通過地点としての立ち寄り･･･） 

他の地域、施設との連携の可能性（名古屋市、豊田市、高山市、信州、名古屋周 

辺の観光施設、明治村、土岐アウトレットなど） 

JR、名鉄、旅行代理店などとの連携の可能性は 

Ａ32  

 

 

Ｑ33 

メール 

P39[政策分野]産業・経済 ４観光 ④まちの魅力の継続発信 

多治見フィルムエンジンの活動内容・実績、より効果的な活用方法は 

Ａ33  

 

 

Ｑ34 

メール 

P39[政策分野]産業・経済 ４観光 図表 3-54年間観光客推移 

図表 3-54年間観光客の年度ごとの増減要因は何か。また、他市比較で 土岐市の

観光客の施設別内訳は 

Ａ34  

 

 

Ｑ35 

メール 

P39[政策分野]産業・経済 ４観光  

観光を“点”ではなく“面”で観光誘客を展開するということに異論はない。し

かし、現状はもっと大きな枠組みで取り組まなければ、外国人観光客を受け入れる

こともできない。観光客を増やすことは地元産業の発展にもつながる。昇龍道プロ
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ジェクトなどにも積極的に参画し取り組むべきである。美濃焼も美濃和紙のように

文化遺産になれば期待できる。多治見には大人数を収容できる食事場所もないが、

公民館、文化会館、産業文化センターなどを活用することも可能ではないか 

Ａ35  

 

 

 

[政策分野]保健・医療・福祉                           

 

Ｑ36 

メール 

P52[政策分野]保健・医療・福祉 １結婚～出産～子育て など 

マイ保育園、マイ幼稚園登録制度事業の登録状況、実際の事業内容と今後の方向

についても事業計画があれば教えていただきたい。 

Ａ36  

 

 

[政策分野]行政運営・経営                            

 

Ｑ37 

メール 

P23[政策分野]教育・文化 ②学校施設の整備など安全・安心な教育環境づくり、P41、

P43[政策分野]都市基盤 ③郊外の生活圏、①安全安心な住環境整備の更なる充実、 

P51[政策分野]生活環境 ３上水道・下水道 全般 

総合計画策定推進方針で人口減少を課題に挙げられている中で、老朽化した施設

や生活インフラを、どの様に選択・集中して整備していくか、という方針はあるの

でしょうか？ 

例えば、空き家問題がある一方で、下水道の普及率を上げ、しかもその経営が難

しくなっていく課題がある、というのは、少し違和感がある。 

Ａ37  

 


